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薬局ビジョン推進事業
～地域特性を踏まえた健康サポートに向けて～

静岡県健康福祉部生活衛生局薬事課
公益社団法人静岡県薬剤師会
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静岡県の概要

人 口 368万人

県内
総生産

15兆4,853億円

製造品
出荷額等

15兆6,991億円

1人当たり
県民所得

319万5千円

全国
10位

（H27.8.1現在）

全国
10位

（平成24年度）

全国
4位

（平成25年）

全国
3位

（平成24年度）

輸送機器（２位）、電気機械（１位）、化学工業（５位）、飲料等（１位）、
食料品（９位）、パルプ･紙（１位）、ピアノ（１位）等

健康寿命 73.90歳
全国
2位

（H27公表）

順位 男女計
1 山梨 74.19 

22 静岡静岡 73.90 73.90 
3 宮崎 73.67 

順
位 男性
1 山梨 72.52 
2 沖縄 72.14 
33 静岡静岡 72.13 72.13 

順
位 女性
1 山梨 75.78 
22 静岡静岡 75.61 75.61 
3 秋田 75.43 

出典：H27厚生労働省公表値。男女計は県で独自算出（単位：年）
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健康情報拠点推進事業（平成26,27年度）実施内容と課題

○情報提供・相談窓口の設置、周知
(H26) 薬剤師会全薬局に窓口を設置
(H26・27) 地域イベント、ポスター等で薬局の健康相談窓口設置を周知
(H27) 肺機能測定の実施による具体的な窓口相談例を周知

○薬剤師を対象とする研修会の開催
(H26) 薬剤師によるセルフメディケーション支援、OTC医薬品の販売における役割
(H27) 禁煙、COPD、肺機能測定器に関する知識、適切な受診勧奨について

○肺機能測定器による禁煙等健康支援
(H27) モデル地域での肺機能測定と禁煙等健康支援の実施

（モデル地区54薬局（801人）、イベント会場４地域（793人））

・相談率上昇・・・健康相談、在宅医療･介護相談 （10.8％↑）
・認知度大・・・薬局の健康相談機能を知っている人の割合 （78.9％）
・期待度大・・・禁煙等健康相談に満足（81.5％）、必要な医療対応期待（50％以上）
・健康等認識度に格差・・・薬局来訪者（高） 、イベント会場来訪者（低）

・多様なニーズ・・・受けたい健康相談内容は生活環境や家庭環境で異なる。

結果・課題

①薬局に立ち寄らない県民への効果的なコンタクト

②生活環境等により異なる健康相談への対応

③医療関係者・機関との連携

課題解決のポイント
県民へのアウトリーチ

地域健康課題の理解

関係者との連携体制
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薬局ビジョン推進事業の概要

卒煙チャレンジサポート教室 地域密着お達者講座

個別相談 個別相談

連 携

薬剤師

禁煙教室、肺機能測定
禁煙啓発、健康教室

事業所等へのアウトリーチ

●禁煙計画の提言
●禁煙支援・啓発
●健康相談
●受診勧奨等医療対応

医師等

県・市町健康づくり担当

●地域健康課題改善についてのアドバイス
●健康づくりの取組の活動支援
●健康相談、残薬チェック
●受診勧奨等医療対応

地域の健康課題の説明
健康づくりの取組の紹介
（ふじ３３プログラム）
薬との付き合い方
薬局の健康サポート機能

老人会・婦人会等の
集まりへのアウトリーチ

※喫煙率が高い事業所等をターゲット

事業所

モデル地区 モデル地区 地域健康課題研修

＜全体研修＞

・地域の健康課題
・健康づくりの取組 （ふ
じ３３プログラム）

＜個別研修＞

・個別疾患への対応
講師：医師
疾患：高血圧、禁煙、糖尿病

県内全域

個別相談



5 5

●ふじ３３プログラムの実施
運動、食生活、社会参加の３分野に
関する取組を３か月間、３人で励まし
あい継続することで望ましい生活習慣
を身に付け、健康長寿を目指す。
「健康寿命日本一に向けたふじのくにの挑戦」として
第１回健康寿命をのばそう！アワード最優秀賞受賞。

●平成28年度からシニアが取り組みやすい
シニア版プログラムを導入

●国民健康保険、共済組合、健康保険組合、協会けんぽ等
の協力で得られた61万件の特定検診データ等を分析し、
地域ごとの健康課題（喫煙、糖尿病、高血圧等）を分析。
●習慣的喫煙者が多い保険者（事業所・企業）を抽出し、
個別の健康指導に活用。

•地域に根ざした薬剤師・薬局が取組
を進めることでの健康づくりの取組
の拡大・強化に期待

•地域の実情に応じた
かかりつけ薬剤師･薬局の機能の強化
•行政機関･医療関係者等との
ネットワーク強化

行政 薬剤師･薬局

薬剤師・薬局が
地域で推進

本県高齢者コホート研究結果を元にした健
康づくりへの取組

特定検診・特定保健指導にかかる検診
データの分析と活用

2025年に向けて 健康寿命の更なる延伸

地域健康課題に関する県施策
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＜参考＞健康づくりの取組（ふじ３３プログラム）

ふ 普段の生活で

じ 実行可能な

３ 「運動」・「食生活」・「社会参加」
３つの分野の行動メニューを

３ ３人一組で、まずは３か月間実践

目標を立てる

行動を続ける

行動を振り返る人から吸収する

行動を変える



77

＜参考＞ 61万件の特定健診データの分析

男 性 女 性

県全体に比べて、有意に多い

有意ではないが、県全体に比べて多い

有意ではないが、県全体に比べて少ない

県全体に比べて、有意に少ない

例）高血圧症有病者分析結果
県東部と中部の一部に高血圧症有病者が多い
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さらに、市町では自治会別分析

多い

少ない

-30%

-20%

-10%

0%

10%

20%

30%

平成23年度特定健診データ
高血圧該当者（男性）

伊久身

北部

大津

六合

初倉

旧金谷町

旧川根町

第２

第１

＜参考＞ 61万件の特定健診データの分析

薬局がある地域住民の健康課題を認識
地域自治体、医療関係者との連携促進
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1.地域健康課題等研修会
目的

県高齢者コホート研究結果に基づいた健康づくりへの
取組である「ふじ３３プログラム」および特定健診デー
タ分析等による地域健康課題の状況の理解、また地
域健康課題の正しい知見を獲得すべく行政・医師会
の協力のもと健康サポート薬局機能強化のために実
施
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1.地域健康課題等研修会
日時：平成28年9月22日（木・祝日）
会場：静岡県コンベンションアーツセンター「グランシップ」
参加者：県内薬局薬剤師214名
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1.地域健康課題等研修会
• 基調講義（全員）：静岡県健康福祉部に依頼
講義１「患者のための薬局ビジョン」
講義２「特定健診データ分析等による地域健康課題の状況」
講義３「みんなで実践する健康づくり『ふじ３３プログラム』

の概要」
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1.地域健康課題等研修会
• 健康課題別分科会：
1.分科会１～３共通部分：県薬剤師会が担当
「薬局における健康サポートの実践と効果の検証」

2.各分科会の講演については静岡県医師会に依頼
分科会１（喫煙）「喫煙と生活習慣病」
分科会２（高血圧）「高血圧症とその予防」
分科会３（糖尿病）「糖尿病とその予防」
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1.地域健康課題等研修会

１月12月11月10月９月８月７月

医師会への依頼・
医師講師決定

行政側講師
との調整

医師講師への
事業目的等説明

研
修
会
開
催

薬局での活用

※アンケート実施、分析

※活用状況アンケー
ト実施、分析

薬剤師会に事例報告・分析

＜スケジュール＞
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1.地域健康課題等研修会
• 研修会終了時に研修内容の理解度、薬局個別相
談業務への活用可能性についてアンケート実施

講義２「特定健診データ分析等による地域健康課題の状況」
理解度：理解できた72.2%、一部理解できた27.3%
活用期待度：活用できそう79.5%

講義３「みんなで実践する健康づくり『ふじ３３プログラム』の概要」
理解度：理解できた75.1%、一部理解できた23.9%
活用期待度：活用できそう77.6%

理解度・活用期待度ともに高い値を示した
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1.地域健康課題等研修会

健康課題別分科会
分科会１ 「喫 煙」 活用期待度：活用できそう92.9%
分科会２ 「高血圧」 活用期待度：活用できそう85.4%
分科会３ 「糖尿病」 活用期待度：活用できそう88.3%

いずれの分科会においても
高い活用期待度を示した
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1.地域健康課題等研修会
• 研修会終了約3か月後に受講者全員に対し郵送にて
研修内容活用度についてアンケート実施

（回答率８５．４％）

研修会内容は薬局業務での個別相談に役立ったか？
「非常に役立った」24.6%、「役立った」68.0%の高い評価

有用性90％を超える高い評価

25件「ふじ33プログラム」紹介し、健康づくり支援
32件医療機関への受診勧奨促進

131件生活習慣改善の重要性理解させ、実践支援

活用内容 〈複数回答あり〉
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２.地域密着お達者講座（モデル地区）
• 地区：島田薬剤師会（県中部地域）
島田市（旧金谷町、旧川根町を除く）の開局薬局38軒、
会員数66名（平成28年4月時点）で構成

島田市

静岡県のほぼ中央に位置しています。北
には南アルプスへ続く山々が連なり、南西
には緑豊かな牧之原台地が広がります。
人口は10万弱、世帯数は3.7万。
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２ 地域密着お達者講座

○○薬局

①地域の中で、医療関係
者・市町等行政関係者間
の連携体制づくり

②老人会・婦人会等の
集まりにアウトリーチ

医師

薬剤師

市町等健康づ
くり担当

老人会・婦人会等20人程度の集まり

③薬局にて個別相談、健
康づくり支援（HUB機能）

受診勧奨
残薬調整相談

薬・健康相談
・地域の健康課題
・薬との付き合い方
・薬局の健康サポート機能
・健康づくり取組（＊）の紹介
＊ふじ３３プログラム

・健康相談
・地域健康課題に対する
アドバイス
・健康づくり取組の活動支援
・残薬チェック 等

情報共有

県健康づくり担当

特定検診データ等から
地域ごとの健康課題を抽

出

情報共有

連携

老人会・婦人会への案内
市町健康づくり事業の紹介
回覧板等での募集案内・取組紹介

※薬剤師に対する研修の実施

※回覧板、広報誌の活用やメディアによるアウトリー
チ現場への取材等により県民へ周知

健康イベントでの
薬・健康相談

薬局で個別相談
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２.地域密着お達者講座（モデル地区）
• 医療機関等を含む関係者との連絡会の開催

事業概要
お達者講座に使用する資料
ふじ33プログラムの島田市の取組
薬局におけるふじ33プログラムの方法

内 容：

島田市健康福祉部長寿介護課 ２名
島田市健康福祉部健康づくり課 １名
島田薬剤師会 ４名

出席者：

島田市保健福祉センター 2階 地域活動室場 所：

平成28年8月18日（木） 19時～20時日 時：①
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２.地域密着お達者講座（モデル地区）

事業概要
お達者講座に使用する資料
医師会会員への周知・対応依頼
・ブラウンバックの活用による疑義照会
・院内処方診療所でお薬手帳への記載がない
場合の対応 等

内 容：

島田市医師会長
島田薬剤師会会長、他薬剤師会2名

出席者：

島田市保健福祉センター 3階
島田薬剤師会会議室

場 所：

平成28年9月6日（火） 19時30分～20時30分日 時：②
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２.地域密着お達者講座（モデル地区）
• 薬剤師会員に対する事業説明

事業概要
ふじ３３プログラム概要及び島田市に
おける取組

島田市における地域健康課題
お達者講座に使用する資料
会員薬局における対応方法

内 容：

島田薬剤師会会員 33名出席者：

島田市保健福祉センター 3階
島田薬剤師会会議室

場 所：

平成28年8月27日（土）
17時00分～20時20分

日 時：
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２.地域密着お達者講座（モデル地区）
• お達者講座の開催

薬局の上手な利用方法
ブラウンバッグ運動
ふじ３３プログラム など

講座内容：

1回あたり15～50名程度、延べ502名受講者数：

島田市内地区敬老会、自治会、地域保健
講座（オープン参加）など

対 象：

概ね1時間実施時間：

残薬バッグ・お薬手帳配布資料：

18回開催回数：

9月18日～12月8日開催期間：
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２.地域密着お達者講座（モデル地区）
• お達者講座の開催
配布資料：残薬バッグ・お薬手帳



24

薬と健康の週間にあわせて
県広報誌（県民だより）で
かかりつけ薬剤師･薬局
の啓発
（平成28年10月号）

県民100人以上から
意見が寄せられ、一定の効果

「困ったときに薬局を利用す
ればよいことがわかった」
「残薬に困っていたので早速
相談した」
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２.地域密着お達者講座（モデル地区）

• お達者講座の実施後の状況（集計途中）
お薬シャトルバッグに残薬を持参し、薬局に来局
（残薬整理希望）
残薬整理や健康相談を希望する方が増加

薬局の外へ薬剤師が出向いて情報提供することが
地域の健康維持に役立っていると考えられる
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３.卒煙チャレンジサポート教室
（モデル地区）

• 地区：富士宮市薬剤師会（県東部地域）
富士宮市の開局薬局47軒、会員数66名で構成

島田市

富士宮市は、富士山の西南麓に位置し、
平安初期に造営された富士山本宮浅間
大社の門前町として発展した町
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３ 卒煙チャレンジサポート教室

○○薬局

①地域の中で、医療関
係者・市町等行政関係
者、事業所間の
連携体制づくり

②事業所、健康イベント
へのアウトリーチ

医師

薬剤師
市町等
健康づくり担当

③薬局にて個別相談、
禁煙支援等

医師への
受診勧奨

禁煙教室・肺機能測定
禁煙啓発

健康イベントでの禁煙支援

禁煙教室・肺機能測定
禁煙啓発・健康教室

事業所等内での禁煙支援

禁煙支援・啓発
禁煙計画の提言
健康相談

薬局で個別相談

社内での
声掛け等

事業所等

連携

情報共有

特定検診データ等から
喫煙率が高い事業所等

を抽出

連携呼び掛
け

事業所等健康管理部門

薬局で個別相談

※アウトリーチ現場への
取材等により県民へ周知

県健康づくり担当
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３.卒煙チャレンジサポート教室
（モデル地区）

• 医療機関等を含む関係者との連絡会の開催
①日 時：平成28年7月15日（金） 19時30分～21時30分
場 所：富士宮市救急医療センター 1階 会議室
出席者： 富士宮市健康増進課 3名、

富士保健所医療健康課 １名、県薬事課 １名
富士宮市薬剤師会 5名、県薬剤師会 4名

内 容：事業概要説明、チャレンジ教室の対象検討
チャレンジ教室受入れ事業所候補選定

② 平成28年8月3日 医師会との打合せ
③ 平成28年9月14日 保健師との打ち合わせ
④ 平成28年10月19日 富士保健所との連絡会議
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３.卒煙チャレンジサポート教室
（モデル地区）

• 薬剤師会員に対する事業説明
日 時：平成28年8月20日（土） 16時30分～20時00分
場 所：富士宮クリスタルホールパテオン ２階 会議室
出席者： 富士宮市薬剤師会会員 47名
内 容：事業概要

講演「たばこの害と疾患について」（医師）
卒煙チャレンジ講座資料説明
ハイチェッカーによる肺年齢測定の実践
店内掲示用禁煙サポートポスター配布
会員薬局における対応方法
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３.卒煙チャレンジサポート教室
（モデル地区）
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３.卒煙チャレンジサポート教室
（モデル地区）

• 卒煙チャレンジサポート教室の実施
開催期間：平成28年9月5日～12月8日
開催回数：6回
対象： 富士宮市内3事業所

うち1事業所については3交代制のため
教室の複数回開催

受講者数：1回あたり数～50名程度、延べ164名
内容：喫煙の害とCOPD等の疾患について

肺チェッカーによる簡易呼吸機能測定



3232

３.卒煙チャレンジサポート教室
（モデル地区）

• 卒煙チャレンジサポート教室の実施
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３.卒煙チャレンジサポート教室
（モデル地区）

• 卒煙チャレンジサポート教室の実施後の状況
卒煙チャレンジサポート人数39名
（内訳）教室を受講して来局 2名

店内掲示ポスターを見て 9名
新聞掲載薬剤師の取組を見て 5名
薬局での声掛けなど 23名



34

岳
南
朝
日
新
聞

平
成
28
年
９
月
10
日

34

３.卒煙チャレンジサポート教室
（モデル地区）
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事業を実施して

実際に自治会や老人クラブ、事業所に出向いて話しをすると

薬局の機能が理解され、相談に来ていただけるようになる

→情報拠点としての役割を果たせるようになる

○個の薬局だけでのアウトリーチはハードルが高いが

地域の薬局同士や医師会等の他職種と連携すると行いやすい

○行政の取組を知ると薬局の活動内容の幅が広がる

連携すると地域包括ケアにも役立つ

アウトリーチを行ってみて

アウトリーチを行うために


